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加
え
、
同
条
第
十
項
の
表
第
十
一
条
の
二
第
二
項
、
第
十
七
条
第
五
号
、第
百
七
十
九
条
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
、

第
百
八
十
条
第
二
項
第
一
号
、
第
二
百
四
条
第
一
項
第
二
号
、
第
二
百
五
条
、
第
二
百
十
九
条
第
二
項
第
二
号
、
第

二
百
二
十
一
条
の
三
第
二
項
、
第
二
百
二
十
一
条
の
六
第
一
項
並
び
に
第
二
百
二
十
二
条
第
二
項
の
項
中
「
第
十
七

条
第
五
号
」
を
「
第
十
七
条
第
四
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
一
項
中
「
報
告
書
並
び
に
」
を
「
報
告
書
又
は

当
該
報
告
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
を
記
録
し
た
第
二
項
に
規
定
す
る
電
子
証
明
書
等
に
係
る
第
一
項
に
規
定
す
る
電

磁
的
記
録
印
刷
書
面
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
三
第
二
項
中
「
第
十
条
第
二
項
」
を
「
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中「
第
十
条
第
三
項
」

を
「
第
十
条
第
六
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
十
条
第
三
項
第
一
号
」
を「
第
十
条
第
六
項
第
一
号
」に
、「
第

九
項
第
一
号
」
を
「
第
十
項
第
一
号
」
に
、「
同
条
第
六
項
第
五
号
」
を
「
同
条
第
八
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第

五
項
中
「
第
十
条
第
四
項
」
を
「
第
十
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
条
第
十
二
項
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
十

条
第
四
項
（
第
一
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を
「
第
十
条
第
一
項
又
は
第
三
項
」
に
、「
受

け
る
」
を
「
受
け
よ
う
と
す
る
」
に
、「
同
号
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」
に
、「（
同
条
第
六
項
第
六
号
」
を「（
同
条
第

八
項
第
二
号
」
に
、「
お
け
る
同
条
第
六
項
第
六
号
」
を
「
お
け
る
同
条
第
八
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号

中
「
第
十
条
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
十
条
第
一
項
」
に
、「
試
験
研
究
費
」
を
「
試
験
研
究
費
の
額
」
に
改
め
、「
の

額
」
を
削
り
、
同
項
第
三
号
中
「
第
六
項
第
三
号
」
を
「
第
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中「
に
係
る
」

の
下
に
「
法
第
十
条
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
」
を
加
え
、「
額
の
う
ち
同
号
」
を
「
う
ち
前
項
第
八
号
」
に
、「
使

用
料
の
額
」
を
「
使
用
料
に
係
る
試
験
研
究
費
の
額
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、同
条
第
九
項
中「
第

十
条
第
六
項
第
五
号
に
規
定
す
る
政
令
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
七
号
に
規
定
す
る
政
令
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号

中
「
第
十
条
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
に
、「
第
四
十
二
条
の
四
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
四

十
二
条
の
四
第
八
項
第
六
号
」
に
、「
第
六
十
八
条
の
九
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
六
十
八
条
の
九
第
八
項
第
五
号
」

に
、「（
法
人
税
法
」
を「（
同
法
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
条
第
六
項
第
五
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
七

号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
五

号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
二
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
四

号
」
に
、「
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
、
第
三
項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
」
に
、「
第
十
条
の
三
第
五
項
か
ら
第
七
項
ま

で
」
を
「
第
十
条
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
、「
第
十
条
の
四
第
三
項
」
の
下
に
「
、
第
十
条
の
四
の
二
第

三
項
」
を
加
え
、「
第
十
条
の
五
の
三
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
五
の
三
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
十
条
の
五
の
四
第

一
項
」
に
改
め
、「
及
び
第
五
項
」
の
下
に
「
か
ら
第
八
項
ま
で
」
を
加
え
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六

項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
一
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
試
験
研
究
の
た
め
に
要
す
る
費
用
で
」

を
削
り
、「
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
」
を
「
費
用
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
試
験
研
究
の
区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定

め
る
」
に
改
め
、
同
項
各
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

製
品
の
製
造
又
は
技
術
の
改
良
、
考
案
若
し
く
は
発
明
に
係
る
試
験
研
究

次
に
掲
げ
る
費
用

イ

そ
の
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
（
専
門
的
知
識
を
も
つ
て
当
該
試
験
研
究
の

業
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。）及
び
経
費

三

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

一
の
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
取
得
価
額
が
七
十
万
円
以
上
の
も
の
（
当
該
中
小
事
業
者
が
そ
の

年
（
そ
の
年
が
平
成
三
十
一
年
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に

限
る
。）に
お
い
て
、
取
得
又
は
製
作
を
し
て
国
内
に
あ
る
当
該
中
小
事
業
者
の
営
む
法
第
十
条
の
三
第
一
項
に

規
定
す
る
指
定
事
業
の
用
に
供
し
た
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
（
所
得
税
法
施
行
令
第
百
三
十
八

条
又
は
第
百
三
十
九
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
も
の
を
除
く
。）の
取
得
価
額
の
合
計
額
が
七
十
万
円
以
上
で

あ
る
場
合
の
当
該
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
を
含
む
。）

第
五
条
の
五
第
七
項
及
び
第
八
項
を
削
り
、
同
条
第
九
項
中
「
第
十
条
の
三
第
五
項
」
を「
第
十
条
の
三
第
三
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
削
り
、
同
条
第
十
一
項
中
「
第
十
条
の
三
第
七
項
」
を
「
第

十
条
の
三
第
四
項
」
に
、「
第
十
条
の
三
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
十
条
の
三
第
三
項
、
第
十
条
の
五
の
二
第
三

項
及
び
第
十
条
の
五
の
三
第
三
項
」
に
、「
同
条
第
七
項
」
を
「
法
第
十
条
の
三
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

八
項
と
す
る
。

第
五
条
の
五
の
二
第
一
項
中
「
第
十
条
の
四
第
一
項
」
を
「
第
十
条
の
四
の
二
第
一
項
」
に
、「
第
十
条
第
六
項
第

四
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
条
の
四
第
三
項
」
を
「
第
十
条
の
四
の
二

第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
の
五
の
三
と
す
る
。

ロ

他
の
者
（
当
該
個
人
が
非
居
住
者
で
あ
る
場
合
の
所
得
税
法
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定
す
る

事
業
場
等
を
含
む
。
次
号
ロ
に
お
い
て
同
じ
。）に
委
託
を
し
て
試
験
研
究
を
行
う
当
該
個
人
の
当
該
試
験
研

究
の
た
め
に
当
該
委
託
を
受
け
た
者
に
対
し
て
支
払
う
費
用

ハ

技
術
研
究
組
合
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
八
十
一
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
賦
課
さ
れ
る
費

用

二

法
第
十
条
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
試
験
研
究

次
に
掲
げ
る
費
用

イ

そ
の
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
（
前
項
第
二
号
の
分
析
を
行
う
た
め
に
必
要

な
専
門
的
知
識
を
も
つ
て
当
該
試
験
研
究
の
業
務
に
専
ら
従
事
す
る
者
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。
イ
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
経
費
（
外
注
費
に
あ
つ
て
は
、
こ
れ
ら
の
原
材
料
費
及
び
人
件

費
に
相
当
す
る
部
分
並
び
に
当
該
試
験
研
究
を
行
う
た
め
に
要
す
る
経
費
に
相
当
す
る
部
分
（
外
注
費
に
相

当
す
る
部
分
を
除
く
。）に
限
る
。）

ロ

他
の
者
に
委
託
を
し
て
試
験
研
究
を
行
う
当
該
個
人
の
当
該
試
験
研
究
の
た
め
に
当
該
委
託
を
受
け
た
者

に
対
し
て
支
払
う
費
用
（
イ
に
規
定
す
る
原
材
料
費
、
人
件
費
及
び
経
費
に
相
当
す
る
部
分
に
限
る
。）

第
五
条
の
三
第
六
項
を
同
条
第
七
項
と
し
、
同
条
第
五
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

６

法
第
十
条
第
八
項
第
一
号
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
試
験
研
究
は
、
対
価
を
得
て
提
供
す
る
新
た
な
役
務
の

開
発
を
目
的
と
し
て
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
全
て
が
行
わ
れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と

す
る
。

一

大
量
の
情
報
を
収
集
す
る
機
能
を
有
し
、
そ
の
機
能
の
全
部
若
し
く
は
主
要
な
部
分
が
自
動
化
さ
れ
て
い
る

機
器
若
し
く
は
技
術
を
用
い
る
方
法
に
よ
つ
て
行
わ
れ
た
情
報
の
収
集
又
は
そ
の
方
法
に
よ
つ
て
収
集
さ
れ
た

情
報
の
取
得

二

前
号
の
収
集
に
係
る
情
報
又
は
同
号
の
取
得
に
係
る
情
報
に
つ
い
て
、
一
定
の
法
則
を
発
見
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
分
析
と
し
て
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

三

前
号
の
分
析
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
法
則
を
利
用
し
た
当
該
役
務
の
設
計

四

前
号
の
設
計
に
係
る
同
号
に
規
定
す
る
法
則
が
予
測
と
結
果
と
が
一
致
す
る
こ
と
の
蓋
然
性
が
高
い
も
の
で

あ
る
こ
と
そ
の
他
妥
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
及
び
当
該
法
則
を
利
用
し
た
当
該
役
務
が
当

該
目
的
に
照
ら
し
て
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
の
確
認

第
五
条
の
三
第
十
三
項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
八
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
八
号
」
に
、「
棚
卸
資
産
」
を
「
同

号
に
規
定
す
る
棚
卸
資
産
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
八
号
」
を「
第
十
条
第
八
項
第
八
号
」

に
、「
又
は
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
「
、
第
三
項
又
は
第
七
項
」
に
、「
同
条
第
六
項
第
八
号
」

を
「
同
号
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
項
中
「
又
は
第
四
項
（
第
二
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
を
「
、
第
三
項
又
は

第
七
項
」
に
、「
受
け
る
」
を
「
受
け
よ
う
と
す
る
」
に
、「
同
条
第
一
項
又
は
同
号
」
を
「
こ
れ
ら
の
規
定
」に
改
め
、

同
項
各
号
中
「
各
年
の
年
分
」
を
「
各
年
分
」
に
改
め
、
同
条
第
十
六
項
中
「
第
十
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
二
項

第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
五
条
の
五
第
一
項
中
「
。
第
七
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

法
第
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
規
模
の
も
の
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
減
価
償
却
資
産
の

区
分
に
応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
規
模
の
も
の
と
す
る
。

一

機
械
及
び
装
置

一
台
又
は
一
基
（
通
常
一
組
又
は
一
式
を
も
つ
て
取
引
の
単
位
と
さ
れ
る
も
の
に
あ
つ
て

は
、
一
組
又
は
一
式
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
取
得
価
額
（
所
得
税
法
施
行
令
第
百
二
十
六
条
第
一
項
各
号

の
規
定
に
よ
り
計
算
し
た
取
得
価
額
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
百
六
十
万
円
以
上
の
も
の

二

工
具

一
台
又
は
一
基
の
取
得
価
額
が
百
二
十
万
円
以
上
の
も
の
（
当
該
中
小
事
業
者
（
法
第
十
条
の
三
第

一
項
に
規
定
す
る
中
小
事
業
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）が
そ
の
年
（
そ
の
年
が
平
成
三
十
一

年
で
あ
る
場
合
に
は
、
同
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
に
限
る
。）に
お
い
て
、取
得（
そ

の
製
作
の
後
事
業
の
用
に
供
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
も
の
の
取
得
に
限
る
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）又
は
製
作
を

し
て
国
内
に
あ
る
当
該
中
小
事
業
者
の
営
む
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
事
業
の
用
に
供
し
た
同
項
第
一
号

に
掲
げ
る
工
具
（
一
台
又
は
一
基
の
取
得
価
額
が
三
十
万
円
以
上
の
も
の
に
限
る
。）の
取
得
価
額
の
合
計
額
が

百
二
十
万
円
以
上
で
あ
る
場
合
の
当
該
工
具
を
含
む
。）
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